
 

１  「  当事者であ る 子供の権利擁護の取組の充実 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現状・ こ れま で の取組  

１  子供の意見表明等支援 

 子供を 権利の主体と し て 尊重し 、 子供の意見を 踏ま え た 援助を 行う た めには、 子

供本人や周り の大人が意見表明の重要性を 理解し 、 そ の上で 子供の考え を 整理し て

意見を 形成する た めの支援と 、 形成し た 意見を 大人に伝え る た めの支援が必要です。

ま た 、 権利侵害に具体的に対応する た めの仕組みも 重要です。  

 

（ １ ） 子供や周り の大人に対する 権利の啓発 

 〇 守ら れる べき 権利や困っ た と き の相談方法を 子供に周知する た め、 小学生以上

の措置児童には子供の権利ノ ート を 、 幼児・ 障害児の措置児童には権利の説明動

画や意見表明を 補助する カ ード を 、 一時保護児童にはリ ーフ レ ッ ト を そ れぞれ活

用し て 、 啓発を 実施し て いま す。  

 

 〇 子供の権利について は、 一時保護や措置の際に児童福祉司から 、 日々の生活の

中で里親や施設職員から 子供に説明する ほか 、 児童養護施設に入所する 小学生以

上の措置児童を 対象と し て 、 都職員によ る 子供の権利ノ ート の説明訪問を 定期的

に実施し て いま す。  

 

 〇 子供の周り にいる 大人が権利擁護の重要性を 理解し 実践で き る よ う 、 児童相談

所職員、 里親、 施設職員等を 対象に、 子供の権利擁護の意義やポ イ ン ト 等を 解説

する ハン ド ブッ ク を 作成し 、 配付し て いま す。  

 

 〇 ハン ド ブッ ク の内容等を 踏ま え た 「 被措置児童等の権利擁護に関する 説明会」

を 開催し 、 子供の権利擁護の重要性、 権利の説明動画や意見表明を 補助する カ ー

ド を 活用し た 子供への権利の説明及び意見表明等支援の実践、 都が新た に開始し

た 児童福祉審議会への申立て や意見表明等支援事業な ど の取組等について 解説し

て いま す。  

 

（ 目指す方向性）  

〇 子供の権利の更な る 啓発を 実施し ま す。  

 

〇 意見表明等支援員の導入を 促進し ま す。  

 

〇 子供の権利を 守る た めの仕組みを 適切に運用し ま す。  

 

〇 被措置児童等虐待によ り 速やかに対応する 体制を 整備し ま す。  
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 〇 一時保護所や施設では、 意見表明権の保障と し て 第三者委員や意見箱を 活用し 、

子供の年齢や発達状況に応じ た 意見聴取を 実施し て いま す。  

 

 〇 児童養護施設におけ る 第三者委員や意見箱の活用例を ま と めた 事例集を 作成し

て 児童相談所、 一時保護所、 児童養護施設、 児童自立支援施設、 自立援助ホ ーム

に配付し 、 運用の底上げを 図り ま す。  

 

（ ２ ） 意見表明等支援事業の実施 

 〇 令和６ 年４ 月施行の改正児童福祉法に、 子供の意見表明等を 支援する 体制の整

備に努める こ と が規定さ れま し た 。  

 

 〇 都は、 改正児童福祉法を 踏ま え た 意見表明等支援の新た な 仕組みと し て 東京都

児童福祉審議会が取り ま と めた 「 児童相談所が関わる 子供の意見表明を 支援する

仕組み（ 子供ア ド ボ ケ イ ト ） の在り 方について 」 を 踏ま え 、 令和５ 年度に、 面談

等を 通じ て 子供の意見形成や意見表明を 支援する 意見表明等支援員を 措置決定、

里子の生活、 児童福祉審議会への申立て の場面に導入する た めの具体的な 方法を

検討し ま し た 。  

 

 〇 令和６ 年９ 月から 、 一部の一時保護所入所中及び里親委託中の子供を 対象と し

て 、 意見表明等支援員によ る 訪問・ 面談を モデル的に開始し て いま す。  

 

 〇 モデル実施に当た っ て は、 児童相談所等の関係機関から の独立性を 確保する た

め、 民間の事業者に委託し て 意見表明等支援員を 養成する ほか 、 意見表明等支援

の経験が豊富な 者等によ る ス ーパーバイ ズ の体制を 確保し て いま す。  

 

 〇 子供、 職員にア ン ケ ート を 実施し 、 意見表明等支援員と の面談、 意見の伝達、

伝達し た 意見へのフ ィ ード バッ ク 等について 検証し 、 意見表明等支援員の導入先

拡大を 検討し て いき ま す。  

 

 

（ ３ ） 子供の権利を 守る た めの仕組み 

 〇 子供の権利に関する 専門的な 相談と 権利侵害に具体的に対応する た め、 子供か

ら 虐待、 いじ め、 体罰等の悩みや訴え を 受け 付け る 「 子供の権利擁護専門相談事

業」 を 平成１ ６ 年度から 実施し て いま す。  

 

 〇 フ リ ーダ イ ヤルで直接子供から 相談を 受け る ほか、 一時保護児童は相談用紙で、

措置児童は相談はがき でも 受け 付け て いま す。  
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〇 深刻な 相談の場合は、 弁護士や学識経験者で構成する 子供の権利擁護専門員が

調査を 行い、 中立的な 第三者の立場か ら 、 必要な 助言や調整活動を 実施し て いま

す。  

 

 〇 措置内容に関する 相談について は、 子供の権利擁護専門員によ る 調整活動を 経

て も な お納得でき な い場合に、 子供本人が児童福祉審議会に申し 立て る こ と がで

き る 制度を 、 令和６ 年度から 開始し て いま す。  

 

 

２  被措置児童等虐待への対応 

 〇 里親や施設職員を 対象と し た 研修会等の機会を 捉え て 、「 子供の権利擁護」や「 被

措置児童等虐待の防止」 を テ ーマ と し た 講義を 実施し て いま す。  

    

 〇 施設等におけ る 被措置児童等虐待事案について は、 子供本人から の届出や周り

の者から の通告を 受け 、 児童福祉法の規定に基づいて 子供の安全確保、 事実関係

の調査、 施設等への指導等を 実施し て いま す。  

 

 

 課題と 取組の方向性  

１  子供の意見表明等支援 

＜課題１ ＞子供の権利に関する 更な る 啓発 

〇 子供の権利ノ ート は、 直近の改訂か ら １ ０ 年以上が経過し て いる た め、 こ の間

の児童福祉法の改正内容を 反映する 必要があ り ま す。  

 

〇 一時保護児童に配付し て いる リ ーフ レ ッ ト は、 子供に権利があ る こ と の説明や

相談すべき 困り ご と の例示に留ま っ て いる こ と から 、 子供の権利に関する 具体的

な 記載が必要です。  

 

〇 児童養護施設の入所児童を 対象と し た 子供の権利ノ ート の説明訪問を 実施し て

いま すが、 子供の権利ノ ート 、 権利の説明動画、 意見表明を 補助する カ ード 等は、

委託家庭や入所施設によ り 活用状況に差があ る ほか 、 全て の子供が意見表明の相

手方と な る 児童福祉司、 里親、 施設職員等以外の第三者から 定期的に説明を 受け

る こ と も 重要です。  

 

 〇 子供の周り にいる 大人が権利擁護の重要性を 理解し 実践する と と も に、 子供に

権利の説明を 十分にでき る よ う 、 里親や施設職員等に対し て 継続的に啓発を 実施

し て いく こ と が必要です。  
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＜課題２ ＞意見表明等支援員の導入先拡大 

〇 モデル実施の結果を 踏ま え 、 効果的な 意見表明等支援の方法や十分な 担い手の

確保等、 導入先の拡大に向け た 検討が必要です。  

 

〇 子供が意見表明を でき て いる か、 意見表明を 支援する た めの制度を 知っ て いる

か、 支援に満足し て いる か 等、 意見表明等支援の実施方法や支援内容を 継続的に

検証する こ と が必要です。  

 

〇 児童相談所設置区において も 意見表明等支援を 実施し て いま すが、 取組状況が

そ れぞれ異な る た め、 全て の子供が意見表明等支援事業を 利用でき る 体制を 整え

る こ と が必要です。  

 

 

 

（ 取組１ －２ ） 子供に対する 権利の啓発の更な る 推進 

〇 子供が意見表明の相手方以外の第三者から 権利の説明を 受け る 機会を 確保す

る た め、 子供の権利ノ ート の説明訪問先を 拡大し ま す。  

 

〇 権利の説明動画や意見表明を 補助する カ ード を 活用し た 、 幼児・ 障害児への説

明訪問を 実施し ま す。  

（ 取組１ －１ ） 子供の権利ノ ート 等の改訂 

 〇 子供の権利ノ ート を 見直し 、意見表明権の保障や児童福祉審議会への申立て 制

度な ど 、 改正児童福祉法を 踏ま え た 内容に改訂し ま す。  

 

〇 子供の権利ノ ート の改訂内容を も と に、一時保護児童に配付する リ ーフ レ ッ ト

の見直し を 検討し ま す。  

（ 取組１ －３ ） 里親や施設職員等に対する 子供の権利の啓発の更な る 推進 

 〇 年齢、 発達状況、 障害特性な ど 子供に応じ た 意見表明等支援の方法、 子供の権

利ノ ート 、 権利の説明動画、 意見表明を 補助する カ ード の効果的な 活用方法等を

習得でき る よ う 、被措置児童等の権利擁護に関する 説明会を よ り 実践的な 内容に

見直し ま す。  

 

 〇 児童相談所職員、 里親やフ ァ ミ リ ーホ ーム の職員、 乳児院、 児童養護施設、 児

童自立支援施設、 自立援助ホ ーム 、 障害児施設、 母子生活支援施設等の入所施設

の職員な ど 、 子供の周り に いる 大人が幅広く 説明会に 参加で き る よ う 検討し ま

す。  
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＜課題３ ＞子供の権利を 守る た めの仕組みの適切な 運用 

〇 児童福祉審議会に子供本人が申し 立て る こ と がで き る 制度は、 児童相談所設置

区において も 運用し て おり 、 そ れぞれ相談窓口や申立て 方法等が異な る た め、 子

供に分かり やすく 周知する と と も に、 他自治体の子供から 相談を 受け た 場合に、

適切に該当自治体につな ぐ こ と ができ る よ う 連携し て いく 必要があ り ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  被措置児童等虐待への対応 

＜課題４ ＞被措置児童等虐待へのよ り 速やかな 対応 

 〇 被措置児童等虐待の事案を 引き 続き 適切に把握する と と も に、 被害児童の権利

擁護等のた め、 よ り 速やかに調査を 実施する 必要があ り ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組２ －１ ） 意見表明等支援員の導入先の拡大 

〇 モデル実施の結果を 踏ま え 、 保護や措置の状況に応じ た 効果的な 訪問、 面談

の 方法や都内全域で 実施する た め に 必要な 担い 手の 確保等に つい て 検討し ま

す。  

（ 取組３ ） 子供本人申立て 制度のよ り 分かり やすい周知 

 〇 児童福祉審議会への子供本人申立て 制度について 、児童相談所設置区の取組状

況等も 踏ま え 、 周知内容の見直し を 検討し ま す。  

 

〇 子供の権利擁護専門相談事業において 、引き 続き 権利侵害事案に対する 丁寧な

相談、 助言、 調整活動を 実施し て いき ま す。  

（ 取組２ －２ ） 意見表明等支援事業を 検証する 仕組みの構築 

〇 子供へのア ン ケ ート 調査を 通じ て 、 子供の権利の理解度、 意見表明や支援体

制の満足度等を 把握し 、 子供の希望に応じ た 効果的な 意見表明等支援の実施に

ついて 検証し ま す。  

（ 取組４ ） 被措置児童等虐待の過去事例の整理・ 分析を 調査等に活用 

 〇 被措置児童等虐待事案に迅速に対応する た め、 過去事例を 整理・ 分析し 、 調査

や事実認定の効率化に活用し て いき ま す。  

（ 取組２ －３ ） 児童相談所設置区と 連携し た 意見表明等支援の実施 

〇 児童相談所設置区と 成果や課題を 共有し 、 広域で円滑に意見表明等支援を 実

施でき る よ う 連携し ま す。  
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 評価指標  

取組 指標名 現状  目標値 

取組１ －３  社会的養護に 関わ る 関係職員

（ 児童相談所、 一時保護施設、

里親・ フ ァ ミ リ ーホ ーム 、 施

設、 里親支援セ ン タ ー、 児童

家庭支援セ ン タ ー、 意見表明

等支援事業の 委託先団体等の

職員） 及び子供自身に 対する

子供の 権利や権利擁護手段に

関する 研修や啓発プ ロ グ ラ ム

等の実施回数、 受講者等数 

・ 被措置児童等の権

利擁護に関する 説明

会（ 全１ ０ 回、 参加

者２ ５ ３ 名）  

（ 令和６ 年度）  

・ 子供の権利ノ ート

説明訪問（ １ ８ か所、

参加者５ ３ １ 名）  

（ 令和６ 年度）  

・ 被措置児童等

の権利擁護に

関する 説明会

（ 全希望者が

参加）  

・ 子供の権利ノ

ート 説明訪問

（ 全対象施設

等を ３ 年ご と

に訪問）  

取組２ －１  

取組２ －２  

意見表明等支援事業を 利用可

能な 子供の 人数及び事業を 利

用し た 子供の 人数、 第三者へ

の 事業委託状況（ 子供と 利益

相反の な い 独立性を 担保し て

いる か）  

・ 利用可能な 子供の

人数（ １ ４ ３ 名）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

・ 利用し た 子供の人

数（ １ ４ １ 名）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

・ 第三者への委託は

実施済み 

（ 令和６ 年度）  

※意見表明等支援員

のモデル導入におけ

る 実績 

※利用し た 人数は、

面談し た 児童の延べ

人数 

・ 利用可能な 子

供の割合（ １ ０

０ ％）  

・ 引き 続き 適切

な 団体へ委託 

共通 措置児童等を 対象と し た 子供

の 権利擁護に 関する 取組に 係

る 子供本人の 認知度（ 知っ て

いる か）・ 利用度（ 利用し た こ

と が あ る か 、 利 用 し や す い

か）・ 満足度（ 利用し て ど う だ

っ た か）  

・ 認知度（ ９ ７ ％）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

・ 利用度（ ９ ９ ％）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

・ 満足度（ ９ ０ ％）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

※意見表明等支援員

の モ デル導入に おけ

る 調査によ る  

※利用度は、 面談し

た 児童の延べ人数を

基に積算 

・ 全て の子供が

権利擁護に関

する 取組を 認

知し 利用でき

る よ う 周知徹

底 

・ 引き 続き 高い

満足度を 維持

でき る よ う 子

供の意見を 適

切に把握 
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取組１ －１  措置児童等を 対象と し た 子供

の 権利に 関する 理解度（ 子供

の 気持ち や意見に つい て ど の

よ う に 大人が 考え た り 、 対応

する か説明さ れて いる か）  

３ ３ ％ 

（ 令和６ 年度）  

※一部の措置児童を

対象と し た 調査によ

る  

子供が権利に

ついて 知る 機

会を 適切に確

保 

取組１ －１  

取組２ －１  

取組２ －２  

措置児童等を 対象と し た 日頃

か ら 意見表明が で き る 子供の

割合（ 周り の 人に 気持ち や意

見を 言え て い る か 、 児童相談

所の 人に 伝え た い こ と を 伝え

ら れて い る か ） 及び意見表明

に 係る 満足度（ 周り の 人は 話

を 聴い て く れる か 、 気持ち や

意見が 大切に さ れて い る と 感

じ る か 、 児童相談所の 人に も

っ と 会 い に 来 て も ら い た い

か）  

・ 意見表明ができ る

子供の割合（ ６ ５ ％） 

（ 令和６ 年度）  

・ 意見表明に係る 満

足度（ ６ ２ ％）  

（ 令和６ 年度）  

※一部の措置児童を

対象と し た 調査によ

る  

全て の子供が

意見表明を で

き る よ う 希望

に応じ た 支援

を 実施 

取組３  児童福祉審議会に おけ る 子供

の 権利擁護に 関する 専門部会

又はそ の 他の 子供の 権利擁護

機関の 設置状況、 当該専門部

会又は権利擁護機関に 対し て

子供か ら 意見の 申立て が あ っ

た 件数 

 

 

 

 

 

・ 児童福祉審議会子

供権利擁護部会の 設

置 

（ 令和６ 年度）  

・ 児童福祉審議会へ

の 子供か ら の 申立て

件数（ １ 件）  

（ 令和６ 年１ ２ 月）  

・ 引き 続き 適切

な 審 議 体 制 を

確保 

・ 引き 続き 適切

に 申 立 て 制 度

を 運用 

共通 社会的養護施策策定の 際の 検

討委員会への 当事者で あ る 子

供 （ 社 会 的 養 護 経 験 者 を 含

む。） の委員と し て の参画の有

無や措置児童等に 対する ヒ ア

リ ン グ やア ン ケ ート の 実施の

有無 

・ 児童福祉審議会専

門部会等におけ る 社

会的養護経験者の委

員任用及び子供への

ア ン ケ ート 実施（ 令和

６ 年度）  

引き 続き 実施 
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主な 施策  

・ 子供の権利擁護専門相談事業  

子供た ち から 虐待、 いじ め、 体罰等の権利侵害に関する 相談を 受け 、 深刻な 権利

侵害事例について 、 子供の権利擁護専門員が事実関係の調査や関係機関と の調整な

ど を 実施し て いま す。 フ リ ーダ イ ヤルで 直接子供から 相談を 受け る ほか 、 一時保護

児童は相談用紙で、 措置児童は相談はがき でも 受け 付け て いま す。  

 

・【 拡充】 被措置児童に対する 子供の権利の啓発 

  児童養護施設等を 訪問し 、 子供の権利ノ ート や幼児、 障害児向け 動画等を 活用し  

た 子供の権利の啓発を 実施し ま す。 ま た 、 施設職員等を 対象と し た 被措置児童等の

権利擁護に関する 説明会を 開催し 、 権利擁護の重要性や啓発物の活用方法等を 説明

し ま す。  

 

・【 拡充】 意見表明等支援事業 

子供の考え を 整理し 周り の大人に伝え る こ と を 支援する 意見表明等支援員が、 措 

置内容や里子の生活に関する こ と について 、 面談等を 通じ て 子供の意見形成を 支援

し た り 、 子供の希望に応じ て 意見表明の支援や意見の代弁を 行いま す。  
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